
答
申
書
の
内
容 

        

広
報
１
月
号
で
は
、
簡
易
水
道
事
業

お
よ
び
下
水
道
事
業
の
両
会
計
の
経
営

状
況
の
分
析
や
、
水
道
・
下
水
道
料
金

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、 

平
成
27
年
12
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
上

下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
（
藤
原
光
男

委
員
長
（
以
下
審
議
会
）
）
か
ら
料
金

に
関
す
る
答
申
書
が
町
長
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。 

 

審
議
会
で
は
、
上
下
水
道
料
金
を
改

定
し
て
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
平
成
28

年
が
料
金
の
見
直
し
の
時
期
に
当
た
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
審
議
を
続
け
て
き

て
お
り
、
近
年
の
物
価
の
上
昇
や
厳
し

い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り

利
用
者
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
方
向
で

検
討
を
進
め
ま
し
た
。 

 

広
報
２
月
号
で
は
、
審
議
会
の
答
申

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

  

本
町
の
上
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
桜
岡
浄

水
場
の
老
朽
設
備
更
新
が
実
施
さ
れ
、

よ
り
安
定
的
に
安
全
で
良
質
な
生
活
用

水
の
供
給
と
、
下
水
道
施
設
の
整
備
に

よ
り
、
健
康
で
快
適
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

平
成
27
年
10
月
８
日
付
で
し
問
が
あ

っ
た
上
下
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
桜
岡
浄
水
場
、
西
岡
浄
水
場
お
よ

び
剣
淵
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
現
地
視
察
を

含
め
た
４
回
の
審
議
会
に
お
い
て
、
上

下
水
道
事
業
の
財
政
収
支
状
況
、
今
後

の
事
業
計
画
、
近
隣
市
町
村
の
料
金
体

系
な
ど
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
を
行
っ

た
。 

 

現
在
、
水
道
事
業
で
は
平
成
27
年
度

か
ら
５
年
間
の
予
定
で
西
岡
浄
水
場
機

械
・
電
気
計
装
設
備
お
よ
び
町
内
老
朽

配
水
管
路
の
更
新
、
下
水
道
事
業
で
は

平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
の
予
定
で
剣

淵
浄
化
セ
ン
タ
ー
機
械
お
よ
び
電
気
計

装
設
備
の
更
新
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
来
、
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事

業
会
計
は
、
受
益
者
で
応
分
の
経
費
を

負
担
し
て
い
る
が
、
施
設
整
備
な
ど
に

要
す
る
借
入
金
の
償
還
金
、
各
施
設
の

電
気
料
、
維
持
管
理
に
係
る
委
託
料
、

水
処
理
に
必
要
な
薬
品
な
ど
の
経
費
は

受
益
者
が
負
担
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

し
か
し
、
受
益
者
の
料
金
収
入
だ
け
で

は
不
足
を
生
じ
、
毎
年
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
を
行
い
収
支
の
均
衡
を
図
っ

て
い
る
た
め
、
町
財
政
に
負
担
を
か
け

て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

 

根
幹
で
あ
る
町
財
政
は
、
各
種
経
費

の
節
減
に
努
め
て
い
る
が
、
地
方
交
付

税
の
削
減
な
ど
歳
入
の
減
少
が
続
き
、

地
方
経
済
に
つ
い
て
も
、
消
費
税
増
税

や
電
気
料
の
値
上
げ
、
資
材
費
高
騰
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
や
商
工
業
、
さ
ら
に
一
般
家

庭
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
、
現

状
で
は
施
設
の
整
備
費
用
に
つ
い
て
は

国
庫
補
助
金
や
地
方
債
制
度
を
活
用
し
、

地
方
債
償
還
金
に
つ
い
て
は
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
依
存
す
る
ほ
か
な

い
。
上
下
水
道
事
業
は
受
益
者
が
い
る

限
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
に
維
持
、 

稼
働
し
て 

い
く
こ
と 

が
最
重
要 

課
題
で
あ 

る
と
考
え 

る
。 

  

料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
料
金
収
入

で
維
持
管
理
費
用
相
当
額
を
賄
う
こ
と

を
基
本
に
検
討
し
、
平
成
26
年
の
消
費

税
増
税
時
に
改
定
し
な
か
っ
た
３
％
増

税
分
と
、
資
材
費
や
委
託
業
務
に
係
る

経
費
の
高
騰
分
を
加
え
、
料
金
改
定
が

社
会
情
勢
や
住
民
生
活
に
与
え
る
影
響

や
、
水
処
理
に
使
用
す
る
薬
品
量
が
少

な
く
な
る
よ
う
に
こ
ま
め
に
調
整
す
る

な
ど
し
て
維
持
管
理
費
用
の
縮
減
に
努

め
て
も
、
料
金
収
入
で
維
持
管
理
費
用

相
当
額
を
賄
え
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
抜

本
的
な
収
支
改
善
に
は
至
ら
な
い
が
、

５
％
の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
も
の

と
答
申
す
る
。 

ま
た
、
平
成
29
年
に
は
消
費
税
増
税

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て

は
、
消
費
税
率
改
定
と
連
動
し
て
料
金

改
定
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
が
望
ま
し

い
こ
と
を
答
申
に
付
す
る
。 

こ
の
ほ
か
、
町
立
診
療
所
に
つ
い
て
、

入
院
病
棟
や
食
堂
の
廃
止
に
よ
っ
て
運

営
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
１

か
月
の
平
均
使
用
水
量
が
基
本
水
量
の

３
分
の
１
以
下
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

使
用
区
分
を
他
の
公
共
施
設
と
同
じ
団

料
金
改
定 



 
  
 
 お求めになりやすい価格に 
なりました。お手紙に添えて 
剣淵をＰＲしてみませんか？ 

＊販売場所＊ 

役場町づくり観光課、観光 
協会、レークサイド桜岡、 
道の駅絵本の里けんぶち、 
絵本の館 

体
用
に
変
更
し
、
診
療
所
用
区
分
を
廃

止
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。 

な
お
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
平
成

28
年
度
か
ら
反
映
し
、
上
下
水
道
事
業

の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
町
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
十
分
な
周
知
、
説
明

を
行
い
、
今
後
も
効
率
的
な
事
業
運
営

を
図
り
な
が
ら
、
経
費
縮
減
、
料
金
収

納
率
向
上
な
ど
、
上
下
水
道
事
業
会
計

の
健
全
化
に
向
け
て
一
層
努
力
さ
れ
た

い
。 

以
上  

町
で
は
こ
の
答
申
内
容
に
そ
っ
て
、

料
金
改
定
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

建
設
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ 

 

電
話
34
―
２
１
２
１
内
線
２
４
３ 

           

                              

                              

       

★ぷっちーな活動記録★  
  
Ｈ27.12.12 クリスマスパーティin 絵本の館（絵本の館） 
Ｈ27.12.19 雑貨屋どりーむのクリスマス（旭川市） 
 

ⓒ
剣
淵
町 

「ぷっちーなの小部屋」 
http://vir2.eolas.co.jp/puchi-na/ 

2015 年 12 月 4 日(金）に映画「じんじん」のロ
ケ地でもある剣淵高校での上映会が開催されまし
た。 
剣淵で上映されたのは、2014 年の夏以来です。 
撮影時の 2012 年に在校していた生徒達も卒業

し、教職員の方々も転勤などで入れ替わりがあった
ため、初めて鑑賞する人も多かったようです。 
映画終盤、見覚えのある高校の教室や先生が映っ

たとき、学校関係者からは、ざわめきと笑いが起き
ていました。見終えた後、絵本を渡すシーンが感動
した、銀三郎のキャラクターが面白かったなどの感
想が出ていました。 

 


